






















Ⅷ.まとめ 

本研究の結果からみて鎖肛症例とくに高位鎖肛例における術後の排便障害の問題に関して

はより機能的な面からの治療法の考案とくに括約筋機能再建に関する手術法の改良,発見

術後の排便訓練法の改良等が望まれるとともに,排便障害児としての精神発達,社会生活へ

の対応等多くの面からの研究が必要であり,身体障害児としての問題も少なくなく,今後に

大きな課題として残されていくであろう。さらに一層の研究成果に期待する面も少なくな

い。 


